
 

伊勢崎市立あずま中学校 保健室 

令和６年１月９日（火） 

 

  

 ２０２４年になりました。今年もよろしくお願いします。 

みなさんは、今年の目標を立てましたか？どんな目標を達成するにもコツコ

ツと努力を積み重ねることが大切です。自分の目標を立てて、一歩一歩着実に

進んでいきたいですね。今年１年、みなさんの毎日が元気で充実した日々にな

るように応援しています。 

 そして、３年生のみなさんは今まさに自分の将来への重要な一歩を決める時を迎えています。

「時間が足りない」「静かで集中できる」などの理由で、深夜まで勉強している人も多いと思いま

すが、試験や面接は朝から実施されることが多いです。本番を想定して、生活リズムを朝型に切

り替えていくことが重要です。 

心身のコンディションを十分に整え、存分に力を発揮してほしいと思います。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１・２年生も期末

テストや実力テスト

の時に役立ちます。 

 



嘔吐物処理の方法は？ 

 

＜用意するもの＞ 

白衣またはエプロン、不織布マスク、ゴム手袋、次亜塩素酸ナトリウム溶液（塩素系漂白

剤を使用）、バケツ、新聞紙またはペーパータオル 

 

＜手順＞ 

① 白衣、不織布マスク、ゴム手袋をつけ、0.1％次亜塩素酸ナトリウム溶液をつくります。 

0.1％次亜塩素酸ナトリウム溶液 

 塩素系漂白剤原液５０mLに対し、水３Lを加えることで濃度が約 0.1％になります。 

 

② 嘔吐物に新聞紙（ペーパータオル）をかぶせて、次亜塩素酸ナト 

リウム溶液を上からかけます。嘔吐物を外側から内側に向けて拭 

き取り、ビニール袋に入れます。 

 

③ 嘔吐物を拭き取った新聞紙（ペーパータオル）をビニール袋に入 

れ、その中に次亜塩素酸ナトリウム溶液を入れて消毒し処分します。 

嘔吐物があった床を、次亜塩素酸ナトリウム溶液で消毒します。 

 

④ 付着した嘔吐物が飛び散らないように、ゴム手袋は裏返しにして 

外して処分します。最後に石けんを使って、念入りに手洗いうが 

いをします。 

 

感染性胃腸炎に気を付けましょう 
  

年間の食中毒の約半数はノロウイルスによるものですが、うち約７割は１１～２月に発生

しています。 

ノロウイルスは手指や食品などを介して経口で感染し、ヒトの腸管で増殖し、嘔吐、下痢、

腹痛、微熱などを起こします。ノロウイルスは感染力が強く集団発生を起こしやすいため、

注意が必要です。ノロウイルスにはワクチンがないため、予防対策を徹底しましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ノロウイルスの予防は何をしたらいいの？ 

 

① 「手洗い」をしっかりと！ 

特に、食事前、トイレの後、調理前後は石けんでよく洗い、 

流水で十分に流しましょう。 

② 「人からの感染」を防ぐ！ 

家庭内や学校内でノロウイルスが発生した場合、感染した人の便や嘔吐物からの二次感染や、

飛沫感染を予防する必要があります。 

③ 「食品からの感染」を防ぐ！ 

○加熱して食べる食材は中心部まで火を通しましょう。 

○調理器具や調理台は「消毒」して清潔にしておきましょう。 

下痢止めは、

回復を遅らせ

ることがある

ため、使用しな

いことが望ま

しいです。 


